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研究成果の概要 

運動中の汗を低ノイズで連続計測するため、直径約 1 mmの Naイオンセンサ、Kイオンセンサ、固体

参照電極を、連続計測が可能な流路構造内に組み込んだ。また、汗センサの直近に有機信号処理回路を

搭載することで、低ノイズ計測を可能とするセンサシステムを構築した。 

さらに、ウェアラブルかつワイヤレス計測を実現するため、市販の汎用無線 BLE電圧計測モジュール

を活用し、運動中の汗中 Naおよび Kイオンの計測を実現した。有機信号処理回路を用いない場合、イ

オンセンサの高出力インピーダンスにより体動ノイズの影響が大きく、計測が困難となる。一方、有機

信号処理回路によるインピーダンス変換機能により、ノイズの低減が可能となった。本システムを用い

て、運動中の汗を対象とした実験を繰り返し実施した。その結果、約 60分間の運動中における電解質

の連続計測に成功し、Naイオン濃度は発汗量の増加に伴って上昇する一方、Kイオン濃度は発汗量にか

かわらず一定であるという知見を得た。複数回の測定においても良好な再現性が確認され、個人の運動

状態を正確にモニタリング可能な発汗計測システムの構築に成功した。 

また、有機信号処理回路の作製にあたっては、金属封止膜を薄膜デバイス上に形成し、耐光性・耐

水性・曲げ耐性を付与することで、実際の汗計測に適用可能なものとした。加えて、イオンセンサ作製

に関しては塗布型プロセスの最適化に取り組み、ディスペンサ装置を用いることで、手作業に依存しな

い再現性の高い製造プロセスを確立した。今後は、防滴ケーシングなどの最適化を通じて堅牢性をさら

に向上させ、医学研究者との共同研究などへの応用を見据えた、実用的なワイヤレスウェアラブル計測

システムの構築を目指す。 
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